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雑

銀

来
闘
白
地
方
自
治
と
財
政

霧

言葉

米
国
の
地
方
自
治
ご
財
政

中

川

奥

之

助

は

し

が

き

近
時
各
闘

ω訓
方
財
政
が
著
し
く
褒
迷
し
て
、
各
方
聞
に
影

響
を
及
し
つ
l
A

あ
る
が
冨
菩
-
0
2
2
E
E
Z吋
氏
は

-
4
2
・

ι命同
dn目。ω
百
四
Z
A
O
B
E
ι
H
0
3
-
P
M
E
M
n
o
m
g
ι

吾
巴
吋
吋
O
E
2
0ロ

吉
田
宮
市

E
ι
E
E
-
『

C
R
E
S
-
-
3
0
-
E
E
-
m
n
w
H
O
占
Z

司自

コ】可
4
0
-
H
口
口

Z
O
H
ζ
E
O
F
M
U
Nど
に
於
て
、
米
閣
の

市
町
村
財
政
の
後
速
傾
向
並
び
に
そ
れ
L
C

自
治
と
の
開
係
主
詑

い
て
ゐ
る
o

今
そ
れ
に
掠
れ
ば
、
米
閣
の
地
方
政
府
は
従
米
非

常
に
犬
な
る
自
由
を
有
っ
て
ゐ
た
の
で
.
「
地
方
自
治
の
川
市
政

府
欣
態
」
と
王
で
評
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
近
頃
に
至
り

て
地
方
に
到
す
る
州
卸
も
中
央
の
統
制
が
次
第
に
大
き
〈
た
り

第
二
十
じ
岱

五
回

第

扱

一O
六

つ
L
あ
る
。
何
故
に
か
く
の
如
昔
傾
向
を
示
す
一
い
至
っ
た
か
占

い
ふ
に
、
そ
れ
は
主
と
し
て
財
政
上
の
理
巾
に
基
く
。
以
下
先

づ
そ
れ
を
詑
明
ず
る
で
あ
ら
う
。
(
但

L
本
文
に
於
て
中
犬
主

は
州
主
地
方
と
は
市
町
村
E
指
し
、
従
っ
て
叉
中
央
政
府
と
は

州
政
府
"
地
方
政
府
と
は
市
町
村
政
府
の
諸
た
り
町
と
す
る
。
)

地
方
財
政
の
救
済
E
州
内
統
制

米
闘
で
は
従
来
多
額
の
経
費
主
張
す
る
が
如
吉
職
分
は
、
多

く
地
方
を
し
て
之
P
管
掌
せ
し
め
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
中
、
出
ザ
官

友
る
枚
入
源
は
殆

E
州
が
そ
由
乎
に
収
め
、
且
つ
色
々
と
地
方

の
課
税
槌
主
制
限
し
て

b
た
の
で
あ
る
か
ら
、
地
方
経
費
目
嵩

む
に
つ
れ
て
早
胞
之
が
教
消
を
州
に
求
め
ざ
る
官
え
・
な
く
な
っ

て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
も
、
近
時
に
至
h

リ
州
が
一
方
に
は
州
自

身
及
び
小
地
方
医
の
利
害
開
係
上
、
又
他
方
に
は
産
業
進
歩
の

結
果
生
ま
れ
た
新
税
に
封
す
る
行
政
上
の
便
宜
の
た
め
に
、
今

迄
殆
ど
地
方
職
分
に
屈
し
て
ゐ
た
税
務
行
政
の
範
囲
陀
進
出
し

一
府
地
方
政
府
の
財
政
的
地
位
を
不
利
た
ら
し
む
る

て
来
工
、

に
至
っ
た
。



地
方
財
政
困
窮
の
事
情
は
略
々
右
の
様
で
あ
る
が
、
然
ら
ば

〕

之
主
投
済
す
る
方
法
如
何
左
い
ふ
に
、
そ
れ
は
結
局
、

A
地
方

職
分
の
一
部
を
州
に
格
管
し
て
そ
の
職
分
忙
伴
ム
純
費
の
負
捻

社
陣
く
す
る
か
、
民
地
方
職
分
を
安
り
に
議
ふ
と
主
な
く
し

て
、
之
に
従
来
よ
り
、
上
り
書
〈
の
財
源
聖
典
ふ
る
か
の
仰
れ

か
の
外
に
訟
が
た
い
。
先
づ
心
に
就
て
之

E
考
ふ
る
に
、
之
に

〈

は
自
ら
制
限
が
あ
る
。
蓋
し
あ
る
一
定
の
職
分
は
、
之
を
州
が

管
掌
す
る
よ
り
も
、
地
方
を
し
て
之
陀
首
ら
し
む
る
と
と
が
、

行
政
上
越
営
で
あ
る
と
せ
ら
る
L
場
合
に
、
峨
、
財
源
の
関
係
か

ら
妄
り
に
之
主
州
に
移
管
す
る
'
ど
い
ふ
と
占
は
、
言
ム
迄
も
一
な

〈
財
力
主
利
用
し
て
不
首
な
る
干
渉
E
在
す
も
の
で
あ
り
、
地

方
自
治
が
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
皐
校
」
(
T
E
E
-
o同
庁
E
o
n
E
q
)

な
る
と
レ
」
を
信
や
る
何
人
に
主
り
て
も
、
反
鈎
せ
ら
れ
ざ
る
を

え
-
泣
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
勢
ひ
B
の
方
法
削
ち
地
方
職
分
を

妄
り
に
奪
は
中
し
て
、
地
方
に
大
な
る
収
入
を
典
ふ
る
方
法
を

諦
宇
る
の
外
た
い
。
併
し
同
じ
く
地
方
職
介
在
奪
ふ
己
主
左
し

と
い
っ
て
も

救
済
の
方
法
に
よ
り
て
地
方
自
由
主
梨
肘
す
る

も
の
と
否
ら
ざ
る
も
の
止
が
あ
る
。

雑

錐

米
闘
の
地
方
自
治
&
財
政

寸土るで j;
ん 。 あ 法 ( い 〕
に 以り"' ;血

下、考方
抑筒〈ご)へ自
も Wl.はう白
地 に財るを
方己源 o :r~J 
税 のを(ー)院
の二州はせ
.1Il1J方と地ぎ
限訟地方る
に 在 方 税 救
は 批 占 の 済
稲 評に jljlJ 方
々 せ分限法
の う首位の
方。す撤
法先る践
が'ゴと若
あ(--)-.，!: < 
るを之は
が考で、緩

1袋あ手11

之
忙
も
凡
を
-
一
の

最
も
普
同
地
の
形
式
は
、
課
税
物
刊
の
評
倒
悦
仙
に
釘
す
る
課
税

率
を
州
が
一
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
か
く
の
如
き
制
限
は

一
の
洛

-M忙
過
ぎ
や
、
且
つ
官
際
上
必
要
な
る
地
方
費

E
充
し

え
ざ
る
の
恨
み
が
あ
る
の
で

いれて
品、然
己(2 )ら
と之ざ
に ある
よ る 1蕩
り t己 合
てょに

り 1.じ
it!:てし
来納て叉

税 i課
地有税他粧l
方の 詐 方 税
財利併に牧
産径がは入
課がよ、の
税保り(1 )少
の護完之い
改せ杢あ地
革ら伊る方
選るど に か
lRIJ l丁よち
に!はりは

特
に
反
則
剖
を
受
け
た
が

は
常
に
支
持
3
れ
て
来
た
。
そ
れ
は
官
際
上
は
時
間
期
の
目
的
を

建
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
未
だ
に
之
に
到
す
る
世
間
の
人

気
が
泊
え
ず

納
税
者
は
モ
れ
主
以

τ地
方
行
政
上
の
妨
害
で

あ
り
、
州
の
立
法
上
の
干
渉
左
り
と
考
へ
中
し
て
、
只
山
昔
、
法

第
二
十
七
巻

五
五

都

宮車

一o
t



雑

録

米
闘
の
地
方
自
治
と
財
政

外
な
課
税
に
封
ず
る
防
壁
な
り
と
信
じ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
か

ら
之
が
制
川
聞
を
撤
段
す
る
こ
と
は
到
底
強
引
収
な
い
で
あ
ら

う
。
よ
し
叉
之
を
宮
現
し
え
て
も
、
腕
に
税
率
の
商
い
所
で

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
収
入
の
不
足
を
解
決
し
え
な
い
で
あ

h
り
民
ノ
。

次
に
第
二
の
方
法
た
る
州
の
財
源
主
地
方
の
財
源
之
を
分
離

せ
し
む
る
方
案
如
何
'
と
い
ム
に
、
之

ιは
弐
の
如
き
利
益
酬
も

〉何
州
枕
が
左
〈
去
れ
ば
、
地
方
は
州
へ
の
負
携
を
兎
れ
ん
が
た

め
に
、
怠
る
べ
〈
地
方
課
枕
許
俄
を
低
く
し
ゃ
う
・
と
す
る
必
要

が
た
く
な
り
そ
引
だ
け
地
方
賦
謀
が
進
歩
す
る
、
引
地
方
謀

(
 

税
械
の
自
由
が
大
と
た
る
か
ら
、
動
産
税
平
不
動
産
改
良
税
を

11::蒐

ょ':/L
b' る
公 IC
4'-五
E る
JU] で
L あ
うら
るう

l止い
例日 ム
へ己

!:f "' jl'l 、
品(は〕
棺 謀
t亡税
及 物
vs: 干ド
如の
き曲目
事 分

業
を
経
替
す
る
合
枇
を
ば
州
が
課
税
し
、
直
接
地
方
的
保
件
に

依
存
す
る
事
多
き
不
動
産
主
ば
地
方
が
課
税
す
る
と
い
ふ
や
う

に

1
l等
の
利
益

E
披
へ
弓
る
止
せ
ら
る
ふ
が
川
市
し
て
如
何
、

〉い
に
就
て
も
論
者
は
財
源
分
離
の
傾
向
を
以
て
一
白
大
勢
で
あ

る
・
と
た
し
、
且
つ
之
に
よ
り
て
財
産
税
に
伴
ム
評
倒
低
下
の
問

第
二
十
七
巻

E 
六

第

掠

O 
A 

題
を
解
決
す
る
も
の
な
り
と
左
す
が
、
必
十
し
も
首
ら
ぬ
。
州

白
牧
入
増
加
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
分
離
制
度
の
鹿
せ
ら
れ
し
倒

も
あ
り
、
又
事
寅
地
方
賦
課
の
褒
這
斗
州
の
監
督
の
結
果
に
よ

る
も
の
多
く
、

必
十
し
も
財
源
分
離
制
度
が
蹄
ら
す
も
の
と
限

ら
ぬ
o

加
之
そ
れ
が
期
待
せ
ら
れ
た
る
如
〈
財
産
許
債
の
問
題

を
僻
決
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
引
の
利
徒
'
と
す
る
周
は
如
何

(
 

と
い
ふ
に
、
地
方
は
分
離
制
度
が
輿
ム
と
せ
ら
る
h
A

財
政
的
自

由
主
享
受
し
て
ゐ
-
泣
い
。
か
く
の
如
吉
自
由
主
い
ふ
も
の
は
、

兵
酬
閥
的
に
は
動
産
や
改
良
に
封
す
る
菟
税
若
く
は
税
部
低
下
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
財
政
諮
問
宮
の
必
要
は
か
〈
の
如
き

)
 

徐
裕
聖
典
へ
え
た
い
の
で
島
る
。
は
に
就

τも
財
産
情
仙
の
成

立
に
は
種
々
複
雑
訟
る
原
因
が
裁
令
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
原
因
に
よ
り
て
課
税
主
般
を
被
然
と
分
つ
己
主
は
決
し
て

容
易
で
は
・
泣
か
ら
う
。

抑
も
分
離
制
度
は
特
別
税
の
設
建
に
つ
れ
、

叉
牧
入
増
加
心

必
要
に
囚
り
て
税
法
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
そ
れ
に

よ
り
て
州
も
地
方
も
共
に
牧
入
を
増
加
し
う
る
L

と
い
ふ
己
主

が
、
そ
の
最
も
根
本
的
左
利
益
で
あ
ち
う
n

例
へ
ば
合
枇
忙
封



ず
る
行
政
に
は
州
が
之
に
任
じ

一
方
、
州
が
所
得
税
を
設
定

し
τ 

他
方
、
従
来
州
白
収
め
た
一
般
財
産
税
を
地
方
に
譲
る

主
せ
ば
、
州
も
地
方
も
北
ハ
に
収
入
主
増
加
す
る
に
至
る
で
あ
ら

ぅ
。
か
く
の
如
く
に
州
も
地
方
も
牧
入
を
増
加
す
る
結
果
は
十

が
て
必
要
以
上
に
経
費
E
膨
張
せ
し
め
十
や
と
恐
る
巴
う
も
の
あ

れ

E
も
、
今
H
地
方
財
政
白
骨
嬰
犬
伝
る
が
故
に
決
し

τか
く

の
如
き
徐
裕
主
興
ー
な
い
の
で
あ
ら
う
。
唯
併
し
分
雌
制
度
の

重
大
た
る
欠
陥
と
認
む
べ
き
は
、
財
源

ω分
離
は
必
中
し
も
各

財
政
の
需
張
主
均
衡
を
得
る
も
の
に
非
る
己
主
之
で
あ
る
。
理

論
上
は
兎
も
角
現
時
の
大
勢
を
以
て
す
れ
ば
‘
租
税
制
限
の
撤

副
院
も
牧
入
相
酬
の
分
離
も
、
甜
由
来
の
制
度
の
惰
勢
に
押
さ
れ
て
俄

忙
官
現
さ
る
べ
き
可
能
性
が
み
え
た
い
。

ろ
地
方
自
由
主
制
限
す
る
救
済
方
法
地
方
心
自
由
を
繍
張

r
a
k
 

し
つ
L
而
も
地
方
収
入
在
的
加
す
る
方
法
は
、
右
の
如
〈
俄
に

褒
建
し
難
い
事
情
に
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
地
方
植
力
を
制
限

す
る
に
至
る
財
政
救
済
白
方
法
は
次
第
に
護
達
し
つ
ミ
あ
る
。

之
陀
凡
そ
衣
合
一
通
式
を
あ
げ
う
る
。
↑
州
の
規
定
し
た
る
税

率
に
基
い
て
地
方
を
l
て
謀
微
せ
し
む
る
も
の

C
州
が
課
徴

雑

銑

米
国
白
地
方
自
拍
と
財
政

)
 

し
た
る
租
税
牧
入
の
一
部
主
地
方
に
返
還
す
る
も
の
三
川
が

(
 

そ
の
一
般
牧
入
か
ら
地
方
に
補
助
金

(
E
T
2コ
Z
S
)を
奥
ふ
る

ゃ
う
。

も
の
等
之
で
あ
る
。
左
に
と
れ
等
諸
型
式
の
地
方
収
入

E
掲
げ

第

表

州
由
管
理
圭
う
〈
る
地
方
収
入

肱を州
入う由
I~I， (告
嗣る瑚

地令州
方す山
正治る4首

丈一 る徴州
Jへzモ司 王且しの

竺主主性豆豆千竺竺
"Il '" 

語 ' " 1111 
どさ ~ ;i 助

さ"a云金
回ーニ

年

モタミ

紙肱地
); 

甑入酷

ぽ
二
重
量
一
一
一
口
一
、
z

一

一一ι
一一刊誌一日一一一日一

一角口=一
一世一一

一品↓五
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一
司

γ
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一一・耳↑
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ロ Z 耳

寸回口=

4詰也 昔

・・.
回;=:~ ;.'、

↑
の
形
式
削
ち
州
が
州
白
規
定
し
た
る
一
定
の
税
率
忙
基

い
て
地
方
を
し
て
課
徴
せ
し
む
る
も
の
は
、
今
回
収
入
か
ら
み

て
も
巾
央
統
制
の
上
か
ら
み
て
も
、
さ
し
て
軍
要
た
る
も
の
で

ヨ
な
い
。
抑
も
か
く
の
如
吉
税
の
設
定
せ
ら
る
L
A

理
由
は
各
税
に

第
二
十
七
巻

五
一ヒ

よ
り
ま
ち
ノ
ー
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
そ
の
租
税
収
入
の
一
部
を

-
O
丸

宮高

批



雑

来
闘
の
地
方
自
治
と
財
政

量量

州
に
上
納
せ
し
め
ん
が
た
め
な
り
し
も
の
も
あ
り
、

叉

地
方
政
府
そ
の
も
の
i
h

翁
め
に
・
な
さ
れ
し
も
の
も
あ
っ
た
。
と

の
租
の
税
心
中
批
も
重
製
在
る
は
、
道
路
・
盤
技
白
た
め
の
人

頭
税
、
酒
類
質
問
を
管
迎
骨
ん
局
め
の
軍
寧
の
菟
許
税
、
多
牧

B
つ
均
等
主
る
財
産
税
を
作
る
準
備
と
し
て
の
命
祉
財
産
の
特

別
税
、
及
び
無
品
川
財
蕗
税
の
如
き
之
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
税
の

あ
る
も
の
は
州
の
統
一
監
叫
に
よ
り
て
崎
市
来
銑
々
多
く
の
牧
入

を
地
方
に
鏑
ら
す
な
ら
ん
主
期
待
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
消
税
は
な

く
友
り
人
到
枕
は
念
激
に
復
建
せ
中
無
形
財
深
税
h
T
曾
枇
特
別

税
も
今
や
州
の
所
得
税
に
移
さ
れ
ん
し
に
し
て
ゐ
る
。
左
に
と
の

形
式
に
脱
す
る
収
入
の
欣
態
を
み
や
う
。
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M l'll 
車牧
要入
-C" ι〉
あー
る官官
o 1i: 
之地
は 方
比へ

一
丸

O
こ
に
は
ニ
ュ

1
イ
ン
グ
ラ

れ
て
ゐ
た
に
過
宵
な
い
が

y
ド
左
中
部
太
平
洋
岸
の
若
干
の
州
で
、
合
祉
税
に
就
て
行
は

の
州
に
披
が
り

一
九
二
五
に
は
地
方
へ
分
配
せ
ら
る
h

品
目
枇

一
丸
一
二
回
に
は
更
に
夫
が
多
く

税
の
額
は
所
得
税
と
自
動
車
税
の
牧
入
額
宇
凌
鶴
す
る
に
至
つ

が
急
激
k
h官
民
達
し
つ
L
あ
る
の
は

た
o

か
〈
と
の
種
の
牧
入
の
大
な
る
の
み
た
ら
や
ヘ

H
っ
そ
れ

地
方
位
'
と
り
で
は
.
新
し

く
然
も
大
な
る
財
源
に
は
違
ひ
左
い
九
炉
、
同
時
に
又
益
々
州
の

統
制
の
誠
大
し
つ
t
a

あ
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
。



第
三
表

州
出
践
徴
し
て
地
方
政
府
へ
分
配

L
た
る
税
収
入

牧

入

一
一
九
二
三

千

脅

一品、
A
E
A
-
A
-
1
-
A
N
D

一
二
完
売
、
会
一

一E
J
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Z
4

、Z
4
A
G

一
正
王
国
一
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で
亘
品
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口

色
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、
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一
回
石
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、
金
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宅
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一
会
・
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・
口
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一

・

点

一

口
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=

ニ
・
正
一
一
丁
一
一
口
・
同

・
一
千
七
一
三
-
一
一

一

・

:

一

一

五

・

=

ロ
・
一
一
口
・
告

さ
て
州
が
そ
の
課
徴
し
た
る
租
税
白
金
部
叉
は
一
部
を
地
方
に

組

制

脚

得

租

曾

祉

枕

無

形

財

産

誼

相

蹴

枇

自

動

車

揖

ガ

ソ

リ

シ

世

話

許

殺
先

雑

銑

来
岡
山
地
方
向
治
と
財
政

返
還
す
る
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
と
い
ふ
に
凡
そ
二
あ

る。

一
は
州
の
諸
種
の
新
税
に
は
地
方
税
源
E
臨
時
ふ
も
の
が
あ

る
か
ら
、
之
に
よ
り
て
受
〈
る
地
方
牧
入
の
依
欠
E
補
填
せ
ん

が
た
め
で
あ

b
、
他
は
州
も
地
方
も
共
に
責
任
E
分
つ
べ
き
行

政
事
務
主
事
ら
地
方
に
管
掌
せ
し
む
る
場
合
に
、
地
方
政
府
主

補
助
せ
ん
が
た
め
に
左
す
も
の
之
で
あ
る
。
故
に
か
〈
の
如
き

地
方
収
入
は
将
来
税
務
行
政
が
地
方
か
ら
州
へ
移
る
に
つ
れ

て
、
且
叉
地
方
職
分
陀
劃
し
て
州
の
責
任
の
認
め
ち
る
誌
と
占

の
大
-
た
る
に
つ
れ
て
益
A

増
加
す
る
で
あ
ら
う
。
己
の
積
白
地

方
収
入
は
第
二
の
理
由
か
ち
生
宇
る
場
合
も
、

叉
騒
々
第
-
の

理
由
か

ι生
中
'
る
場
合
も
そ
の
使
途
を
州
か
ら
指
定
さ
れ
る
。

次
の
表
に
み
る
が
如
〈
、
今
h
T
州
か
ち
使
注
九
位
指
定
さ
れ
る
地

方
の
租
税
牧
入
額
は
娘
租
税
収
入
桶
の
宇
ば
以
・
止
に
及
ん
で
ゐ

る。

第
四
表

せ少l
L. :il~ 
租闘
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ijlc L-
入て
白地
位っけ
主主政

rif 
へ
長〉
配

目

自官

:九
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五

主
〒ー一一ー

今却さ
r;; 
B 亙

ゴL

総

'" 
量

額

第
三
十
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巻

王
九

時
二
抗



轄

鍬

共遺串指
定
な

き

も
他路技白

其道事指織

定

な
き

も
他路稜自制

来
園
白
地
方
自
治
と
財
政

z 

;-c霊童
A ロ
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白

" 
口異点男言母
一回九内口

A
虫
、
A
u

口
昌

一-一、均一宍

A
点、商品一品

A
A

然
ら
ば
衣
に
と
れ
ら
の
租
税
収
入
が
如
何
た
る
方
法
に
よ
り

て
地
方
へ
返
さ
る
a
A

か
占
い
ふ
に
、
先
づ
己
れ
ら
の
担
税
収
入

の
宇
分
以
上
は
、
そ
れ
が
課
徴
せ
ら
れ
た
る
元
引
地
方
へ
返
さ

れ
、
碕
徐
は
州
首
局
の
意
向
に
従
っ
て
各
方
面
へ
配
分
せ
ら
る

品
。
而
し
て
舎
此
枕
・
無
形
財
産
税
・
所
得
税
の
場
合
に
は
、
各

地
方
の
課
税
財
産
の
評
憤
々
格
に
比
例
し
て

叉
、
塾
校
h
T
迫

路
の
た
め
に
租
税
牧
入
の
還
{
克
せ
ら
る
L
A

場
合
陀
は
、
前
者
は

通
例
児
童
撤
・
教
員
政
そ
の
他
何
等
か
む
椋
準
に
よ
り
て

4
4
は
街
道
の
哩
教
に
比
例
し
て
・
な
さ
る
誌
も
の
と
す
。

後

第
二
十
七
巻

六
O 

第

披

第
五
衰

州
由
課
徴
し
た
る
租
枕
山
地
方

政
府
へ
の
再
分
間

と持謀総

α〉 世田

種 A 地
<1) ーへ

地還
方肥元翻

収ー一一一一一

入
は

需主 A 吾
僅 耳 且 口

p 
-c-

あ 一一風今手号 言22
従昌三再 o -L:i ~ ，~ 

一一一一一一一百 一一一ー干ー

っ 一一 伸一一
L 一 口 占^ -..' 

ょ?売堅吾容 222"主
主占ら己 主主望巴 主
で

ブL
O 

九

町
徴
地

A

週
刊
一

持

分

間

一

之
正
掠
り
て
地
方
事
務
に
干
捗
し
た
る
範
闘
も
斑
汎
で
な
〈
、

之
を
奥
ム
る
州
山
目
的
も
主
と
し
て
地
方
を
援
助
す
る
に
あ
っ

た
が
、
地
方
陀
封
ず
る
中
央
の
統
制
の
大
た
る
に
つ
れ
て
今
や

念
激
一
い
護
法
せ
ん
と
し
つ
L
あ
る
。
と
の
種
の
牧
入
を
地
方
に

分
つ
程
度
及
び
方
法
は
特
に
事
要
た
る
問
崩
で
あ
る
o

然
る
に

も
拘
ら
や
地
方
選
元
白
目
的
が
地
方
牧
入
の
損
失
を
補
填
す
る

に
あ
り
と
せ
ら
る
A
場
合
も
、
雨
者
の
掬
衡
に
封
ず
る
考
聴
は

飴
り
掛
は
れ
十
、
珪
し
き
に
至
り
で
は
、
州
が
最
一
初
白
契
約
を



忘
れ
た
る
が
如
〈
に
、
地
方
へ
の
分
け
前
在
減
守
る
己
主
す
ら

，
あ
る
。
さ
り
b
」
て
地
方
が
失
ひ
し
J
り
よ
り
以
上
の
も
の
を
奥

ふ
る
場
合
忙
は
、
や
A
も
す
れ
ば
之
を
准
費
ぜ
ん
'
と
す
る
傾
を

生
守
る
。
故
に
再
八
万
国
せ
ら
る
i
h

租
税
収
入
の
使
持
地
主
制
限
す

る
と
主
は
肝
要
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
か
〈
の
如
く
忙
主
れ
ば

会(三)章
ら の 袖
地形助
方式金
へ印主
補ち具
助巾る
金 央 E
を政主
奥府主主
へがき
る件年 k
k 定五
い 目 る
品、白'J 0 

1: ID 
と 7ζ
はめ
、 IC
米 、

岡
で
は

一
般
牧

蹴
洲
諸
園
に
於
け
る
如
〈
夜
連
し
な
か
っ
た
。
併
し
今
や
昔
日

-
Y

」
異
官
、

一
丸
二
五
に
は
十
七
州
に
於
け
る
柿
助
金
額
は
地
方

税
収
入
の
+
分
の
一
以
上
に
も
上
H
、
あ
る
州
の
如
き
は
ニ

O

%
以
上
に
も
上
っ
て
ゐ
る
。
補
助
金
は
教
育
費
の
箆
に
早
く
よ

り
行
は
れ
て
ゐ
た
が
.
故
近
は
色
々
の
目
的
白
骨
同
に
た
き
る
込

に
至
っ
た
。
印
ち
左
の
如
し
。

第
六
議

州
補
助
金
額
と
そ
の
目
的

，1 

的
翻

“ 一二三5昌 』柿

6 ""1劃

-二一一I額， ~ 
語 I千
弓，"1弗
空三，-
回

一
一一、
8 ~1 百
= 

-ー←ー〉分

g宝l串
口

純i

雑

鍬

米
岡
山
地
方
自
拍
と
財
政

其道事

校
一
塁
、
重
↑
=
一
吾
、
二
三

路
一
:
・
・
一
笠
二
五
一

出土

2Dh一言、重一

普
菰
普
感
化
矯
正
保
健
等
の
目
的
を
含
む
。

占
回
・
式一A・Z-A・

品

三.亀
一ー ・... 

州
政
府
が
補
助
金
を
典
ふ
る
目
的
位
二
つ
あ
る
。
第
一
は
中

央
が
之
に
よ
り
て
一
定
白
地
方
行
政
事
務
の
最
少
椋
準
を
確
保

L
う
る
己
と
で
あ
る
。
差
し
中
央
政
府
は
泊
常
・
経
費
の
使
途

己
れ
ら
の
補
助
金
を
奥
ふ
る
を
保
件

を
指
定
す
る
に
止
ら
守
、

止
し
て
、
或
は
そ
の
経
費
の
細
目
を
指
定
し
、
或
は
地
方
事
務

白
一
定
標
準
を
強
制
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
補
助
金
は

地
方
的
必
要
に
臨

t
t奥
へ
ら
E
L
場
合
に
、
之
に
よ
り
て
、

比
較
的
に
官
め
る
地
志
の
所
得
を
よ
り
貧
し
き
地
方
へ
再
分
配

し
う
る
の
作
用
主
有
す
る
が
故

ι、
之
に
よ
り
て
地
方
と
地
方

主
の
貧
富
主
調
節
せ
し
め
ん
止
す
る
こ
主
之
で
あ
る
。
何
れ
に

せ
よ
、
補
助
を
受
く
る
地
方
政
府
白
諸
活
動
が
単
に
地
方
的
性

質
に
止
ら
古
る
限
り
、
補
助
金
の
存
庄
は
是
認
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
ね
で
あ
ら
う
。

以
上
越
ベ
来
れ
る
所
に
正
り
て
、
米
闘
地
方
財
政
の
殻
展
白

第
二
十
七
巻

~，、

第

腕

-J -



雑

総

米
闘
の
地
古
由
治
と
財
政

翁
め
に
は
益
h
k

州
民
傍
附
す
る
由
程
度
大
ー
と
た
り
、
従
っ
て
叉

州
白
地
方
に
封
す
る
統
制
の
範
幽
乃
至
力
白
弐
第
に
増
加
し
つ

i
h

あ
る
と
と
を
明
に
し
う
る
で
あ
ら
う
。

地
方
職
分
の
中
央
統
制

補
助
金
や
租
税
白
再
分
臨
が
中
央
統
制
白
有
力
な
る
武
器
な

る
と
と
は
最
早
繰
り
返
す
必
要
も
な
か
ら
う
が
、
と
の
外
近
時

或
は
地
方
合
計
を
州
が
監
替
す
る
占
か
、
各
州
の
州
税
委
員
が

地
方
税
賦
課
に
干
興
す
る
止
か
い
ふ
如
く
、
税
務
行
政
方
図
へ

の
州
の
統
制
も
次
第
に
加
は
り
つ
主
る
る
。
更
に
又
注
意
す
ベ

告
は
、
州
が
地
方
職
八
万
の
縦
突
を
負
抽
惜
し
州
自
ら
そ
白
職
分
比

常
ら
ん
仁
と
す
る
も
の
あ
る
事
之
で
あ
る
。
か
L
A

る
傾
向
は
教

育
・
道
路
・
慈
善
・
骨
察
等
白
方
闘
に
る
ら
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の

場
合
に
は
勿
論
、
州
補
助
金
の
多
少
を
み
て
州
白
統
制
力
を
云

々
し
で
は
な
ら
な
い
。
抑
も
政
府
の
活
動
は
も
'
と
は
大
抵
地
方

的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
弐
第
に
一
般
的
危
閥
係
を
有

す
る
に
至
る
と
中
央
が
先
づ
之
を
監
督
し
、
更
忙
進
ん
で
之
を

中
央
事
務
k-な
す
に
至
る
・
も
の
で
あ
る
。
賞
際
上
法
律
上
そ
れ

第
二
十
七
巻

~. ，、

第

観

日司

自
信
地
方
的
職
分
危
る
も
白
は
作
せ
ぬ
の
で
、
地
方
職
八
万
と
い

ム
の
は
要
す
る
に
地
方
政
府
が
中
央
か
ら
托
せ
ら
れ
た
職
分
の

範
囲
に
す
ぎ
な
い
白
で
あ
る
か
ら
、
時
勢
白
進
展
に
つ
れ
て
そ

白
管
掌
の
推
移
は
止
む
を
え
な
い
事
で
あ
ら
う
。
但
し
中
央
が

地
方
職
分
を
奪
n
M

つ
‘
も
あ
り
と
雌
も
、
之
を
以
て
地
方
政
府
白

活
動
が
減
少
し
つ
L
あ
り
主
断
じ
て
は
な
ら
な
い
。
州
白
新
し

吉
活
動
は
益
々
地
方
活
動
を
促
進
し
地
加
し
つ
h

あ
る
。

職
分
が
か
〈
地
方
か
ら
中
央
へ
移
動
し
て
行
く
程
度
を
測
定

す
る
は
困
難
た
る
が
、
中
央
費
在
地
方
費
の
割
合
の
嬰
動
が

つ
の
手
掛
ル
」
な
る
。
今
之
主
統
計
に
掠
り
て
最
も
著
し
き
例
を

み
る
に
、
一
丸

O
こ
に
は
全
道
路
費
の
三
%
が
中
央
費
で
あ
る

古ミ

一
丸
二
五
に
は
三

O
Z
に
上
っ
て
ゐ
る
。
所
が
敬
育
費
白

費
動
は
之
よ
り
少
で
あ
る
。
総
経
費
一
世
合
計
し
て
州
費
は
州
・

一
九
二
五
に
は
一
丸

地
方
組
経
費
白
一
九
O
二
に
は
一
一
%
、

万
に
上
っ
て
ゐ
る
。
翻
っ
て
収
入
主
職
分
の
経
費
と
の
闘
係
の

推
移
如
何
と
い
ふ
に
、
最
近
二
十
五
年
聞
の
結
果
に
操
れ
ば
弐

。
如
き
顕
著
な
鑓
化
印
ち
第
一
に
次
の
表
に
で
も
み
る
如
く
.

挽
制
。
費
化
に
仲
う
て
州
の
課
徴
す
る
租
税
の
設
建
せ
る
と



在
、
第
二
に
か
く
白
如
き
税
務
行
政
O
鑓
化
は
他
白
方
聞
の
職

分
の
推
移
と
相
仲
は
十
、
第
に
州
牧
入
白
剖
合
は
支
出

ι比
し

て
犬
と
な
れ
る
も
、
地
方
は
そ
れ
だ
け
不
利
と
な
り
、
勢
ひ
中

央
へ
補
助
を
求
む
る
の
必
要
大
止
な
り
つ
h

あ
る
己
主
主
示
し

第
七
表

て
ゐ
る
。
左
に
州
費
地
方
費
の
割
合
を
示
す
で
あ
ら
う
。

州

・

地

費

州

費

地

方

費

内

謀

州

制

助

金

州

諒

徴

税

州
指
令
地
方
積

地

方

牧

入

方

州

・

地

費

一

州

費

一

地
方
費
内
課
一

方

雑

録

州
・
地
方
費
及
び
州
白
統
制
を

長
〈
る
地
方
費

<")1組
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州

補

助

金

川

課

徴

枕

州
相
令
地
方
極

地

方

肱

入

州

・

地

費

州

費

地

方

提

内

器

州

補

助

金

州

課

徴

枕

川
措
令
地
方
積

地

方

肱

入

方
四

芸回盟

亘孟呈亘

美点三昌

三皇室i

回醤

金 三

竜奏
会実
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4
4
円、目一一一

づ
一
、
金
三
、
昌
百

一同点、口正三一、〔百円口、一己九

結

言

主ーロヨ
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費-1>
九口口一
主主主主

道~g 
0'ヨ

一口口・ロ
ヨ

D
L

タb
同コ

主主J量

三
・
古

田
・
角

口・一一
古
口
・
内

以
上
財
政
及
び
行
政
白
理
由
か
ら
米
図
白
地
方
自
治
が
，
次
第

に
中
央
集
機
化
し
つ
L
あ
る
事
情
を
述
ペ
た
。
最
後
に
上
越
の

地
方
財
政
救
済
白
諸
方
策
を
総
評
し
て
本
論
の
結
び

k
t
ぅ。

か
の
補
助
金
制
度
や
再
分
配
制
度
は
州
の
統
制
を
鏑
む
る
も
の

で
あ
っ
て
、
地
方
自
治
の
泊
め
に
は
蹴
は
し
き
も
の
で
な
い
n

第
二
十
七
径

己
の
掛
か
ら
は
地
方
の
自
由
主
制
似
せ
ざ
る
地
方
税
制
限
の
緩

亙

，、

第

観



雑

ゴ
佐
部
に
於
げ
る
武
家
砂
川
市
作
阻

路

和
治
く
は
拙
肢
か
則
加
分
離
の
制
度
を
採
る
の
外
た
い
。
所
が

何
れ
に
も
仰
統
的
な
執
着
が
あ
っ
て
そ
の
賞
現
は
凶
難
で
あ

。、

H
つ
よ
し
そ
れ
が
冠
全
比
百
現
さ
れ
て
も
仙
川
県
が
処
し
て

満
足
す
べ
き
か
否
か
も
疑
問
に
風
す
る
。
か
く
制
来
る
場
合
に

結
問
財
政
殻
誌
の
質
的
に
閉
し
て
投
も
考
慮
す
べ
き
は
、
失
張

補
助
金
制
度
と
刊
分
配
制
度
主
で
あ
る
。
現
に
二
者
山
地
方
綿

牧
入
に
釘
す
る
制
合
は
、
一
九

O
こ
に
は
八
・
五
、
一
九
二
五

に
は
一
一
・
五
托
及
ん
で
ゐ
る
。
就
中
再
分
間
の
税
法
位
帯
し

く
、
地
み
枇
入
に
於
け
る
そ
の
比
は
、
一
九

O
O以
来
始

Eλ

倍
江
上
っ
て
ゐ
る
。
と
れ
ら
の
牧
入
山
設
建

μ
官
ム
抱
一
も
な
く

地
方
K
到
す
る
州
白
紙
制
の
殻
詑
在
意
味
す
る
も
の
で
あ
る

が
判
じ
統
制
'
と
い
っ
て
も
、
と
れ
ら
に
よ
る
統
制
は
一
の
行

政
的
統
制
で
あ
っ
て
、
相
前
の
仙
押
縮
性
を
有
し
、
か
の
都
市
主

長
〈
拘
束
せ
る
立
法
上
の
干
渉
等
L
C
多
ψ
趣
を
異

ιし
E
ゐ
る

か
ら
、
賢
明
正
之
を
蓮
川
す
れ
ば
、
地
方
自
治
を
妄
り
に
破
壊

す
る
と
主
た
く
し
て
州
の
行
政
目
的
を
遣
し
う
る
で
あ
ら
う
。

唯
之
に
よ
り
て
地
方
忙
所
間
「
加
物
」
に
情
抑
制
す
る
の
風
を
馴
致

せ
し
む
と
か
又
は
粧
品
百
を
濫
費
せ
し
む
る
が
如
曹
は
最
も
戒
し

第
二
十
ヒ
轡

ニ
パ
凹

ー
プミ

Jf; 

脱

む
べ
き
で
あ
る
。
又
地
方
'
と
し
て
も
そ
の
白
山
十
樹
立
主
大
な

ら
し
め
ん
と
せ
ば
、
川
市
市
る
だ
け
州
白
補
助
十
分
配

E
さ
く
之

く
、
そ
れ
に
は
先
づ
己
れ
の
財
源
を
よ
く
利
川
し
そ
の
収
入
D

使
用
主
合
理
的
に
す
る
D
外
は
な
い
。
州
か
ら
興
へ
ら
る
h
財

源
は
必
十
し
も
「
金
山
」
に
非
る
己
主
を
知
ら
ね
ば
危
ら
由
。

出
命
君
。
日
u
n
H

の
設
〈
所
も
と
よ
り
す
べ
て
日
本
に
あ
て
は

ま
ら
由
。
而
も
異
中
掠
白
づ
か
ら
同
悲
し
止
せ
ね
で
あ
ら
う
。


